
     

 

2013年 11月 9日 

各 位 

一般社団法人多摩地域活性化センター 

 

「1 for 檜原 eco アクション！ とうきょう森づくり」について 

 

一般社団法人多摩地域活性化センターは、東京の森づくりに貢献する取組として、檜原村にお

いて、「1 for 檜原 ecoアクション！ とうきょう森づくり」を行います。 

檜原村は、東京都の西に位置し、本島唯一の東京都の村です。面積の 92.5％が森林で占め、「東

京の肺」と例えることができます。この檜原村の森林資源を守るため、森林の整備やそこから生

まれる森林資源の利用を通じて、森林資源の価値や重要性を広く知ってもらう取組を行います。

東京都や周辺の方々に対して、イベントの開催、特産品の販売により、森林資源の重要性や檜原

村をもっと知る第一歩を踏み出す機会を提供していきます。 

まず、11 月から、森林資源の地球温暖化対策（環境価値）に着目し、～未来のための小さな

投資～と題して、「カーボン・オフセット（注１）」のイベントや特産品の販売を行います。1 for 檜

原 ecoアクション関連のイベントに参加、特産品を購入した場合、檜原村内における CO2削減（注

２）は、参加者・購入者が行ったものとみなされます。また、イベント開催、特産品販売による

売り上げの一部は、村内で利活用されていない木質資源のエネルギー利用に活用されます。 

 

○「1 for 檜原 ecoアクション！ とうきょう森づくり」～未来のための小さな投資～の内容 

①檜原村数馬の湯（別添１） 

・11月 18日～12月 21日まで、カーボン・オフセット・特製タオル付入湯券、ヒノキの風

呂セット付入湯券を販売。 

・11月 18日～12月 21日の土日を中心に PR イベントを開催 

・都民の森など村内施設で、数馬の湯のカーボン・オフセット付入湯割引券のパンフレット

を配布 ※期間なし、配布枚数限定 

②特産品販売（別添２） 

・東京都永田町のアンテナショップにおいて、11月 18日～12月 20日まで、カーボン・オ

フセット付特産品を販売。 

・村内の販売店において、11月 18日～12月 20日まで、カーボン・オフセット付特産品を

販売。 

③各種イベント（別添３） 

・村内で開催される薪割りイベント等をカーボン・オフセット付イベントとして開催。 

（注１）カーボン・オフセットとは、自らが排出した温室効果ガスのうち、削減が困難な部分



の排出量の全部又は一部を、他の場所での排出削減・吸収量でオフセット(埋め合わせ)

する。 

（注２）檜原村関係者が参加する「檜原村木質バイオマス推進協議会」が、村内の木質バイオ

マス利用や森林保全による CO2削減（吸収）量を「檜原クレジット」として、各種制度

の考え方に準じて、独自認証します。（別添４） 

 

 

○ 「1 for 檜原 ecoアクション！ とうきょう森づくり」の実施体制 
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○「未来のための小さな投資」プロジェクトの概要 

 

 

○「未来のための小さな投資」プロジェクトの実施体制 
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一般社団法人多摩地域活性化センターの概要 

・2013年 8月 6日設立 

・代表理事 豊嶋 善基 

・多摩地域における文化、産業振興を目的とし、森林資源のエネルギー利用促進など地域

活性化に関するコンサルティングを行う。 

 

 

 

 

お問い合わせ先               

一般社団法人 多摩地域活性化センター 

（檜原村木質バイオマス推進協議会 事務局） 

株式会社森のエネルギー研究所内 

TEL：0428-28-0010 FAX：0428-28-0037  

http://tamacen.jp/ 

info@tamacen.jp 

 

http://tamacen.jp/


 

別添１ 檜原村数馬の湯のカーボン・オフセット付入湯券 

 

檜原村数馬の湯の地図とパンフレットを添付。 

 

別添２ 特産品販売 

 

永田町アンテナショップの地図とパンフレットを添付 

アンテナショップと村内の特産品販売リストと販売店を記載 

 

別添３ イベント 

 

薪割りイベントのパンフレットを添付 

 



 

別添４ 檜原クレジットについて 

 

「1 for 檜原 ecoアクション とうきょう森づくり～未来のための小さな投資～」プロジェク

トは、森林資源の地球温暖化対策（環境価値）に着目した取組です。檜原村関係者が参加する「檜

原村木質バイオマス推進協議会」が、檜原村内の木質バイオマス利用や森林保全による CO2 削

減（吸収）効果を「檜原クレジット」として認証し、その環境価値（檜原クレジット）をイベン

ト開催や特産品販売時に利用し、商品・サービスの価値を向上します。 

11 月から実施するキャンペーンでは、檜原クレジットを付与したカーボンオフセットイベン

トの開催や特産品の販売を行い、檜原村内の CO2 削減量（数馬の湯における薪ボイラの利用）

は、参加者・購入者による CO2削減量とみなされます。 

 

○11月から実施するキャンペーンで付与する檜原クレジット（檜原村内の CO2削減量） 

 実施場所 檜原温泉数馬の湯（東京都西多摩郡檜原村数馬 2430） 

 事業名 檜原温泉センター数馬の湯における薪ボイラーを用いた二酸化炭素排出量削

減事業 

 CO2削減方法 温泉の加温、給湯の熱源を灯油ボイラーから薪ボイラーに切り替える 

 CO2削減量実績 53t-CO2 

 CO2削減量対象期間 2012年 12月 1日～2013年 8月 31日 

 

○檜原村木質バイオマス推進協議会の役割 

 檜原クレジット認定モデルの運営 

 檜原クレジット対象事業の認定 

 檜原クレジット（ＣＯ２削減・吸収量）の認定 

 カーボン・オフセットラベル利用の認定 

 檜原クレジットの発行、無効化の管理 

 

 


